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キ
ュ
l

キ
ヨ

二
回

O

日
野
町
に
傑
純
せ
ら
れ
、
問
越
寺
と
令
一
剛
寺
と
は
夙
時
、
そ
の
政
宿
に
来
っ
て
紋
を
よ
ん
だ
こ
と
は
、
下
一
臨
梼
宗
明
尚
一
様
寺
の
南
浦
明
蹴
附
を
紡
ひ
、
或
は
紹
明
一
っ
て
、
興
宗
東
振
に
臨
す
る
o
寺
山
砲
に
、
常
寺
陶
器

〈
出
荷
し
て
刑
を
必
れ
た
o

一
総
集
に
記
さ
れ
る
o

一
現
仰
に
随
う
て
諜
一
繭
・
建
長
の
諸
大
寺
に
在
っ
た
o

一
腹
心
的
は
大
和
小
山
の
開
票
、
、
社
年
の
頃
出
家
得

キ
ユ
ウ
マ
イ
給
米

J
ム
ラ
キ
モ
イ
リ
村
肝
キ
ヨ
ウ
ェ
イ
ジ
敬
幾
寺
金
持
千
日
町
に
在
つ
一
時
に
大
采
寺
は
紹
琉
舵
に
退
位
し
、
泊
笛
の
法
制
を
一
度
し
、
本
願
寺
巡
如
の
弟
子
と
な
。
、
延
徳
…
一
不
加

煎

。

一

て

、

由

民

宗

一

民

一

蹴

に

脳

ず

る

o
も
と
石
川
郡
御
供
一
川
村
…
闘
い
た
か
ら
、
紹
時
は
迩
良
を
し
て
之
に
日
ら
し
め
一
州
金
搾
御
坊
建
V
一
に
つ
き
、
常
守
と
し
て
本
断
寺
か

キ
ユ
ウ
ヨ
休
審
金
搾
部
土
宗
心
恕
枇
の
開
山
。
一
に
防
た
こ
と
が
あ
る
o

ト
た
に
、
寺
門
の
諦
風
岱
に
大
に
髭
揚
し
た
が
、
衆
巾
~
ら
指
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
金
制
仰
木
，
新
保
に
向

m

京
都
消
滞
郁
院
一
一
一
十
五
代
の
併
で
、
心
雑
枇
休
持
総
キ
ヨ
ウ
ェ
イ
ジ
経
欝
寺
石
川
榔
入
間
巾
に
在
~
溜
良
が
臨
済
の
徒
な
る
を
以
て
之
を
疏
序
し
た
。
迦
ト
を
遁
箆
し
た
が
、
後
川
川
犠
何
奴
町
に
移
陣
し
、
瓜

月
と
い
ひ
‘
隆
一
民
十
七
年
令
市
一
裕
に
束
。
、
前
川
利
治
一
っ
て
、

H
悲
況
に
幽
す
る
o
明
治
十
一
一
一
年
の
建
立
。
一
段
乃
ち
移
っ
て
白
山
山
麓
の
採
光
寺
に
山
内
し
た
が
、
…
治
元
年
一
史
に
割
-
巡
の
地
に
移
持
し
た
と
あ
る
。
俗
に

に
前
う
て
悦
寺
山
官
建
て
、
沈
永
五
年
十
二
月
十
一
一
日
キ
ヨ
ウ
ェ
イ
ジ
鹿
英
寺
胤
応
部
一
背
に
在
つ
~
制
越
英
之
に
邸
依
し
、
お
に
河
北
部
に
瑞
臨
山
徳
川
以
↑
こ
の
寺
そ
御
幼
臨
恩
寺
と
呼
ぶ
は
、
問
じ
く
小

I
M

絞
し
た
。
休
胤
山
口
は
能
殺
の
ほ
氏
側
桐
挫
の
米
子
刻
松
・
凡
が
唱
て
、
民
栄
一
拠
祇
に
凶
A
3
る
。
明
治
十
三
年
七
月
の
創
一
寺
を
興
遣
し
・
迎
・
民
-
そ
し
て
閉
山
た
ら
し
め
、
隣
民
一
に
純
正
寺
が
あ
っ
て
、
抑
制
呼
刺
顕
す
る
が
般
に
、
彼

雛
や
・
逃
れ
て
生
白
し
て
民
た
も
の
で
あ
る
と
い
ひ
、
一
政
に
係
ろ
。
…
亦
そ
の
高
徳
を
諜
ひ
‘
興
部
寺
を
櫛
へ
て
彼
を
第
…
一
を
法
事
総
王
寺
と
い
ふ
に
封
ず
る
も
の
で
あ
る
。

.
夫
和
元
年
に
M
M
持
出
し
た
同
寺
の
節
銘
に
も
、
吋
隊
長
キ
ヨ
ウ
Z

ン

慶

縁

J
モ
タ
り
ヨ
ウ
獄
了
。
↑
悦
た
ら
し
め
た
。
迩
良
碍
い
で
越
市
に
巡
斜
し
、
放
一
キ
ヨ
ウ
ォ
ン
ジ
教
思
寺
能
兵
部
小
松
泌
…
川
に

年
中
草
創
o
賜
期
的
沙
門
休
明
上
人
総
月
利
術
開
刷
地
ギ
ヨ
ウ
エ
ン
行
園
行
闘
は
白
山
行
者
の
徒
で
一
生
諸
に
草
庵
を
結
ん
で
輿
化
寺
と
践
し
、
又
兜
率
寺
…
在
っ
て
.
国
民
宗
東
一
献
に
崩
ず
る
o

也
o
蒋
路
月
中
引
υ
硲
能
州
人
長
谷
怒
川
氏
兵
衛
尉
信
辿
あ
る
。
一
一
一
凶
偲
記
に
、
背
大
和
の
凶
の
勝
永
房
阿
閲
一
そ
聞
い
て
同
じ
く
閉
山
と
な
り
‘
興
同
一
一
年
ハ
Mm路
一
キ
ヨ
ウ
ォ
ン
ポ
ウ
鹿
息
坊

4
レ

y
キ
ヨ
ウ

之
米
蝦
也
o
m
家
之
後
鍛
仰
w
m
v
H
o符
行
m
v
年
o
悠
梨
行
側
と
い
ふ
入
、
天
敵
ご
年
七

n
一
日
午
の
刻
に
、
一
回
V

八
月
十
一
百
治
備
や
・
醤
し
て
寂
し
た
。
卒
年
七
-
諮
限
。

風
袋
詰
四
方
二
賊
党
脱
出
山
地
建
.
山
仲
間
目
消
防
消
却
郁
加
れ
の
凶
向
山
の
制
定
に
惑
っ
て
大
御
前
に
念
舗
し
一
十
五
。
そ
の
墳
は
祭
挙
に
在
る
o
若
・
す
所
に
正
法
一
キ
ヨ
ウ
カ
狂
歌
加
れ
滞
に
於
け
る
狂
臓
は
元

院吋阿
M
M之
後
来

n北
限
-
.
刷
築

n
I源
地
刊
姐
縦
二
布
心
一
た
ら
、
彼
の
山
の
御
厨
の
拙
に
立
つ
蹴
光
、
御
従
前
ト
限
縦
間
・
正
体
向
脈
制
法
説
・
見
悦
紗
・
附
録
が
あ
る
。
磯
・
資
永
の
頃
服
都
・
苅
好
の
問
た
の
を
最
も
判
中
し
と

抑
止
枇
二
京
々
0

し
と
見
え
る
O

M

沢
民
家
併
で
は
こ
の
併
-
の
上
に
鈴
え
て
、
史
的
関
十
一
一
間
制
自
在
汗
磁
影
向
し
一
辺
良
一
χ
一
緒
識
を
能
く
し
、
そ
の
描
〈
腕
の
大
悲
の
像
一
し
、
月
下
町
利
・
文
化
に
汲
び
て
揃
結
左
掠
次
が
あ
っ
た
。

札
官
民
一
持
と
持
い
て
ゐ
る
o
父
今
の
心
迷
枇
の
泊
中
山
…
服
~
給
ふ
こ
と
二
時
昨
・
り
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
は
、
骨
て
加
賀
大
野
の
尼
寺
に
之
を
m
概
し
た
。
正
一
中
一
一
一
人
・
皆
一
時
計
を
均
附
に
馳
せ
た
が
、
そ
の
絢
卑
俗

に
は
休
持
の
一
氷
山
叔
を
附
隊
長
十
一
一
一
年
十
月
十
一
一

H
と
し
・
夫
政
は
凶
融
天
良
の
御
代
で
あ
る
。
一
十
一
九
年
ハ
延
文
五
〉
後
光
臨
院
は
謎
を
仰
怒
部
制
と
賜
一
未
だ
営
…
奥
に
濯
し
な
か
っ
た
。
蒸
し
滞
政
の
時
孫
自

て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
認
で
あ
ら
う
ο

一
キ
ヨ
ウ
エ
ン
ジ
教
園
寺
羽
咋
郡
大
仰
に
在
つ
一
ひ
、
臨
永
十
六
年
後
小
松
夫
県
は
仰
林
怨
日
部
師
と
一
の
行
は
れ
た
こ
と
附
る
椛
官
、
そ
の
W

町
内
に
は
校
歌

キ
ユ
ウ
ロ
タ
給
緑

J

Y
ヤ
セ

Y

ホ
ウ
斜
線
-
て
、
良
宗
東
振
に
踊
ず
る
o
も
と
滋
掛
で
あ
っ
た
が
、
一
加
賜
し
た
ま
う
た
が
、
此
等
の
給
旨
皆
延
徳
一
二
年
一
一
一
一
を
以
て
す
る
も
の
多
か
っ
た
が
、
元
好
・
左
源
次
の

法

。

明

治

十

二

年

-

一

一

沼

寺

蹴

の

公

群

を

化

則

さ

れ

た

o

一
周
二
十
四
日
の
同
様
に
縫
っ
て
今
存
せ
ぬ
と
い
ふ
。
一
如
き
は
こ
れ
ら
の
徒
の
粉
巧
妙
な
る
も
の
と
比
お
ペ

ギ
ヨ
ウ
ウ
ン
ジ
行
雲
寺
河
北
側
仰
小
坂
に
在
つ
キ
ヨ
ウ
オ
ウ
ウ
ン

U
ヨ
ウ
恭
踊
遥
震
辺
良
宇
一
キ
ヨ
ウ
オ
ウ
ジ
鰹
王
寺
金
制
伸
下
側
聞
町
に
在
ト
き
で
あ
る
o然
る
に
薬
に
匙
〈
燦
川
鈴
九
が
あ
。
、

て
、
民
泉
市
別
紙
に
凶
す
る
o
も
と
お
川
郷
淵
川
に
在
一
は
恭
郎
、
父
恭
翁
と
も
叫
し
、
一
苅
琳
と
脱
す
る
。
そ
↑

hυ
、
磁
調
山
と
蹴
し
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
o
路
長
十
-
留
守
以
て
狂
歌
を
能
く
し
、

bn
一
二
部
に
闘
え
た
O

M
入

。
、
明
治
一
一
一
十
九
年
市
議
一
に
移
0
.
大
正
問
一
年
今
の
の
郷
附
を
持
・
か
に
せ
ぬ
。
或
は
日
〈
出
舗
の
人
で
あ
一
年
前
川
利
治
の
生
母
詩
編
院
が
、
越
前
府
中
純
一
去
す
一
市
人
間
一
問
符
湖
町
内
が
あ
っ
て
駒
山
人
錯
す
と
風
交
官
紡

地
に
締
じ
た
ω

一
る
と
。
初
め
間
同
玉
泉
寺
の

r然
明
郡
附
に
師
事
一
か
ら
護
仙
院
日
殺
を
招
い

鹿
島
寺

金
需
百
姓
町
に
を
つ

町
骨


